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2023 年 10 月 19 日 
各  位 

会 社 名 株式会社 富士通ゼネラル 

代表者名 代表取締役社長 斎藤 悦郎 

 (コード： 6755 東証プライム市場 ) 

問合せ先 経営執行役 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室長 加納 俊男 

TEL (044) 861－7627 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2023 年 7 月 25 日に公表した 2024 年 3 月期第 2 四半期連結累計期

間および通期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１．2024 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想数値の修正 

（2023 年 4 月 1 日～ 2023 年 9 月 30 日） 

                                    
売 上 高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

（百万円） 

１株当たり 
四半期純利益 
（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 160,000 5,000 8,000 5,000 47.75 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 152,000 1,200 7,400 4,400 42.02 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △8,000 △3,800 △600 △600  

増 減 率 （ ％ ） △5.0 △76.0 △7.5 △12.0  

（ご参考）前期第 2 四半期連結累計期間実績 

（2023 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間） 
182,975 2,485 7,809 4,977 47.54 

 

２．2024 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 

（2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日） 

                                    
売 上 高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 
当期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 380,000 21,000 21,000 13,000 124.15 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 340,000 16,000 19,000 12,000 114.57 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △40,000 △5,000 △2,000 △1,000  

増 減 率 （ ％ ） △10.5 △23.8 △9.5 △7.7  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 3 年 3 月 期 ） 
371,019 15,098 17,432 8,694 83.04 
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３．修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、空調機において、サプライチェーン

正常化に伴い、供給が遅れていた受注残の出荷が前年度に大きく進展したものの、商品供給不

安解消に伴い販売代理店等からの追加受注が鈍化しているほか、各地域での需要停滞などによ

り、流通在庫が高水準となり、北米等において当初の想定より現地在庫削減に時間を要してい

ることから、売上高は前回予想を下回る見通しです。 
損益につきましては、北米など利益貢献の高い地域の売上予想の見直しの影響が大きく、営

業利益は前回予想を大きく下回る見通しです。また、経常利益および親会社株主に帰属する四

半期純利益については、為替変動に伴う為替差益を見込み、上記のとおりとなる見通しです。 
 
通期の連結業績予想につきましては、上半期の売上予想の修正に加え、各地域の市況動向や

在庫水準等を踏まえ、海外向けを中心に下半期の販売計画を見直したことから、売上高は上記

のとおり修正しました。 
損益につきましては、コストダウンの取り組みは着実に進展しているとともに、素材価格や

海上運賃、為替相場などのコスト環境も概ね好転しており、また、経費削減・費用効率化も徹

底していますが、売上予想の修正を踏まえ、上記のとおり修正しました。 
なお、短期的な経費削減・費用効率化にとどまらず、サプライチェーンの混乱やコスト環境

の変化などへの対応力と収益構造を抜本的に見直すべく、調達費をはじめとしたトータルコス

ト構造改革、オペレーションの変革に取り組んでまいります。それにより、利益率向上、CCC
（キャッシュ・コンバージョン・サイクル）改善を図り、財務体質強化と資本効率向上を目指

してまいります。 
 

以 上 


